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日 月 火 水 木 金 土
輿 踵
摩 鷹 鱈 八 八 鷹
瞳 輿 艀 Ａ 瞳
瞳 瞳 艀 Ａ Ｃ Ｆ 
｡ 瞳 膣 Ｅ 
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第９表就業状態別の６類型の日数
Ａ型ｌＢ型’Ｃ型｜，型ＩＥ型lＦ型
有職者
ハ_卜
無職
（3.8） 
（2.9） 
（6.8） 
(30.5） 
(34.3） 
（1.8） 
(21.9） 
(24.3） 
(25.5） 
（8.6） 
（9.3） 
(16.0） 
（6.7） 
（8.6） 
(10.9） 
(28.6） 
(20.7） 
(39.0） 
４
４
３
 
３
 
２
８
９
 
３
４
 
２３ 
３４ 
１２４ 
９
３
８
 
１
７
 
７
２
３
 
１
５
 
３０ 
２９ 
１９０ 
※かっこ内；％
(アンケート調査による）
ミレーションを１００回くり返し，１００回の平均
の出現度数百と実際の度数ｓとを27人について
プロットしたのが第６図である。この図におい
て，対角線よりも左上に分布する点が多いこと
から，曜日ごとの各類型の出現には弱いながら
も規則性が認められる。
では，４週間を通じた時間配分の特徴は認め
られないだろうか。第３表でみたように，個人
ごとの６類型の日数はさまざまで，何ら明確な
特徴は見出せない。しかし，第９表のように，
就業状態別に第３表を集計すると，いくつかの
ことが読承とれる。まず，無職の人は，有職者
・パートの人に比べてＡ・，．Ｅ型の占める比
重が大きい。そして，Ｂ型の出現はほとんどみ
られない。また，Ｆ型の比重はかなり高い。一
方，有職者とパートでは，６類型の出現にさほ
ど差は見出せないように思われる。しかし，労
働時間の大きいＢ型とＦ型の日数を合計すると，
やはり有職者の方が上廻る。これらの点から，
第１表に示した就業状態別の時間利用は，種々
の類型の組み合わせをもつ４週間の個人の時間
利用の連続を平均したものでしかない。主婦を
対象とした分析を行なう場合，このことはより
意味をもつと思われる。なぜなら，女性の労働
市場への参加が増大している現在において，女
性の雇用形態は男性に比べて多様であり，多様
１７） 
化の動きI土男性にも拡大しつつあるからである。
こうした点を考慮すれば，第９表は次のように
解釈される。①就業状態によって，時間配分の
プロジェクトの組糸合わせは異なる。②同じ就
業状態にある人でも，個人ごとのプロジェクト
の組糸合わせは大きく異なる。
ＶＩむすび
本稿では，time-geographyのプロジェクト
概念を導入することによって，主婦の日常活動
の構造の把握を目的とした分析を行なった。特
に，外出行動を理解するには１日全体の活動の
把握が不可欠であるという観点に立ち，１日を
単位とする時間配分を分析の基礎におき，まず，
主婦の１日の時間配分の類型化を行ない，各類
型の特徴を明らかにした。次に，各類型ごとに
１日の中で生じる外出行動の特徴の把握を行な
った。そして，最後に，１日単位の時間配分の
プロジェクトがより長期には，どのような構成
を示すのかの考察を行なった。これらの３つの
レベルの考察から導き出される点を以下にまと
めてふる。
第１に，１日の時間利用によって外出行動の
生起する状況がかなり異なることが明らかとな
った（第８表参照)。１日の時間利用と外出行動
をそれぞれ上位と下位のプロジェクトと考える
と，たとえば「家事」の外出は主婦全般に観察
される下位のプロジェクトであるが，その生起
する時刻や場所，前後の活動は上位のプロジェ
クトにより異なる。ただし，Ｅ型とＦ型の上位
プロジェクトを比べると，その差は小さい。
第２に，上記の点を４週間を通じた時間配分
の特徴(第３表参照）と照らし合わせると，下位
のプロジェクトの生起する状況は，同一の主婦
17）労働省編『昭和60年労働経済の分析（労働白書)』，日本労働協会，１９８６．
－３３－ 
人文地理第39巻第６号（1987）520 
行なわれる活動の連続の一つと解釈できるであ
ろう。もちろん，本稿で取り扱ったプロジェク
トは，環境の制約の下で実現された，観察が可
能なものだけである。こうしたプロジェクトと
して活動を分析することによって，空間選択の
状況の把握ができよう。そして，この種の分析
をさらに深めることによって，選択状況によっ
て変化する選択肢集合を定義することが可能と
なり，前稿で試みた選択肢集合形成の過程と選
択の過程から成る空間選択の分析にも役立つで
１８） 
あろう。
についてみれば，かなり多様であると言える。
すなわち，個人ごとの４週間の時間利用のプロ
ジェクトの構成は多様であり，かつ，下位のプ
ロジェクトの生起する状況は上位のプロジェク
トにより異なるからである。ただし，第３表に
みられるように，４週間がほぼ一つの時間利用
のプロジェクトで構成される主婦もみられるこ
と，第６図にふられるように，曜日ごとの時間
利用のプロジェクトの出現性に規則性が認めら
れることから，下位のプロジェクトの生起する
状況が反復性を有する場合もあるという留保を
つけ加えなければならない。
プロジェクト概念を導入した目的は，空間選
択が行なわれる前後の活動を説明する際に，活
動をより主体的なものとみなすことにあった。
これによって，空間選択は意図・意思をもって
〔付記〕本稿は1986年度人文地理学会大会にて
発表した内容に加筆・修正を加えたものである。
なお，計算にあたっては名古屋大学大型計算機セ
ンターを利用した。
（日本学術振興会特別研究員）
18）拙稿「消費者空間選択の一考察一制約と導入した店舗選択の分析一｣，地理評57-6,1984,413-426頁。
DailyActivitiesofHousewivesinNagoyaCity 
ＨｉｒｏｏＫＡＭＩＹＡ 
Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓｔｏｃｌａｒｉfyhowhousewivesorganisetheirdailyactivities 
andtodescribethesituationsinwhichtravelbehavioroccurthroughouttheday･ 
Recentdevelopmentinspatialchoicestudycallsfortheneedtounderstandthecontext 
inwhichspatialchoicesaremade，ａｓｗｅｌｌａｓｔheexaminedchoicesinthemselves 
Tｈｉｓｉｓｂｅｃａｕｓｅｉｔｃａｎｈｅｌｐｕｓｔｏｅｘｐｌａinmultiple-choiceandmulti-purposebehaviorif 
weassumetemporalvariabilityofthechoicesetinthespatialchoiceprocess・When
thefbciofspatialchoiceresearcharewidenedtoincludetheprecedingandsucceeding 
activitiesoftheobservedbehavior，suchanalysisisapproachestothatoftravel-activity・
Butthisapproachusuallyneglectstheanalysisofactivitiesdoneintheresidences・
Thusinthispapertheauthorattempｔｓｔｏｄｅａｌｗｉｔｈｔｈｅｗｈｏｌｅｄａｙ，sactivitiesincluding 
theactivitiesdoneintheresidences．Furthermore，byintroducingtheprojectconcept 
intime-geography，wecaninterpretthewholeday，sactivitiesnotasanaggregation 
ofseparateepisodes，ｂｕｔａｓａｕｎｉｔｙ、
DatausedfOrtheanalysisconsistsoffour-weektraveldiatriesandtime-userecords 
reportedby27housewiveslivinginNagoyaCity．Thedatawerecollectedduring 
NoveｍｂｅｒａｎｄＤｅｃｅｍｂｅｒｉｎｌ９８ＬＴｈｅｔｉｍｅ－ｕsedatawasencodedaccordingto 
Szalarsmethod，andthedestinationsoftripsinthetraveldiarieswereplottedintoa 
－３４－ 
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ｍｅｓｈ（1×１ｋｍ）andclassifiedintothreelocationalcategoriesAftereliminatingthe 
inadequaterecords，７３２casesformthedataset・
Ｔｈｅdatawasanalysedinthreestages：１）Identificationｏｆｔｙｐｅｓｏｆｔｉｍｅ－ｕｓｅｉｎｔｈｅ 
ｗｈｏｌｅｄａｙ，sactivitiesofhousewiVes，２）Descriptionofthecontextofthetraveloccuriｎｇ 
ｉｎａｄａｙ，３）Considerationofhowdifferenttypesarearrangedinthesuccessive28 
days 
TheresultsobtainedthroughtheanalysisareasfOllows： 
１）Byreducingthetime-usedataintofiveactivities（laborathome，laboroutdoors， 
Sleep，leisureathome，leisureoutdoors）andgroupingthecasesusingthehierarchal 
clustermethod，sixtypesoftime-usewerefOund・Theseare：
ＴｙｐｅＡ：spendingmuchtimeinleisureoutdoors・
ＴｙｐｅＢ：spendingmuchtimeinlaboroutdoorｓ 
ＴｙｐｅＣ：ｓｐｅｎｄｉｎｇｓｏｍｅｔｉｍｅｉｎｌａboroutdoors 
TypeD：spendingsometimeinleisureoutdoors・
ＴｙｐｅＥ：ｓｐｅｎｄｉｎｇｍｕｃｈｔｉｍｅｉｎｌｅｉｓｕｒｅａｔｈｏｍｅ 
ＴｙｐｅＦ：ｓｐｅｎｄｉｎｇｍｕｃｈｔｉｍｅｉｎｌａｂｏｒａｔｈｏｍｅ、
２）Toconsiderthetravelactivitiesinrelationtothesituationsandthetypesidenti‐ 
fiedabove，threeaspectsoftravelactivitieswerehighlightedTheywerecharacteris‐ 
ticsoftravel，contextoftravelandplaceswherethehousewivesdotheactivitiesduring 
ｔｈｅｔｒａｖｅＬＴｒａｖｅｌｉｎｅａｃｈｔｙｐｅｏｆｔｉｍe-usehavethefollowingfeatures： 
ＴｙｐｅＡ：ａｌａｒｇｅｎｕｍｂｅｒｏｆｃｙｃｌｅｓ，manymulti-purposetrips，outdoorsfrom9:００ｔ０ 
２０:00,manyleisuretripstobtherarea，ａｎｄ‘ｏｗｎarea，、
ＴｙｐｅＢ：alargenumberofcycles，fewmulti-purposetrips，outdoorsfrom8:Ｏ０ｔｏ 
ｌ７:30,ｍａｎｙｗｏｒｋｔｒｉｐｓｔｏｂｗｎａｒｅａ，ａｎｄ‘center'、
TypeOalargenumberofcycles，fewmulti-purposetrips，outdoorsfromlO:３０ｔｏ 
ｌ７:00,manyhouseworktripstobwnarea，、
ＴｙｐｅＤ：ａｌａｒｇｅｎｕｍｂｅｒｏｆｃｙｃｌｅｓ，、anymulti-purposetrips，outdoorsfrom9:Ｏ０ｔｏ
ｌ７:00,manyleisuretripstobwnarea，ａｎｄ‘otherarea,、
ＴｙｐｅＥ：ａｓｍａｌｌｎｕｍｂｅｒｏｆｃｙｃｌｅｓ，fewmulti-purposetrips，outdoorsfromll:Ｏ０ｔｏ 
ｌｌ:３０ａｎｄｆｒｏｍｌ７:Ｏ０ｔｏｌ７:30,houseworktripstobwnarea，、
ＴｙｐｅＦ：ａｓｍａｌｌｎｕｍｂｅｒｏｆｃｙｃｌｅｓ，fewmulti-purposetrips，outdoorsfroml6:３０ｔ０ 
１７:00,houseworktripstobwnarea'． 
３）Weeklyregularityinthepermutationofthesixtypeswithinfourweekswasfbund 
Differencesintheemergeｎｃｅｓｏｆｔｈｅｓｉｘｔｙｐｅｓｂｙｊｏｂｓｔａｔｕｓｗｅrealsoobserved，but 
interpersonalvarianceswithinthesamestatusweremoreconspicuous． 
－３５－ 
